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つながりタイ新聞は、現在、当ペーパーの発行と、
Instagramをメインに活動しています。自分たちの活動
のみならず、福岡県で活動しているさまざまな市町村
の地域おこし協力隊の情報を発信しています！

「ふくおか協力隊図鑑」とは、福岡県内の現役地域おこ
し協力隊・OB/OGの活動内容や自己紹介をまとめた、
ポートフォリオのようなInstagramアカウントです。福
岡県地域おこし協力隊新聞部で運営を行っています。

福岡県地域おこし協力隊新聞

昨年10月の『柿ちぎりWEEK』の様子

伊藤宏樹さん [Instagram]

つながりタイ新聞 ふくおか協力隊図鑑

編集・紙面構成：　三角 俊喜（うきは市）、古庄まなえ（八女市）

インスタグラム

こ れ か ら の こ と 、 そ れ か ら の こ と

地 域 お こ し 協 力 隊 コ ラ ム地 域 お こ し 協 力 隊 コ ラ ム

茶摘む春、柿採る秋。二つの地域が育む、明日への農業。

2025年8月より農家として新規就農を目指す、うきは市地域おこし協力隊の伊藤宏樹さん。
大学新卒で着任し、わずか25歳で農業起業に挑む姿に、私はいつも勇気をもらっています。
農業の難関の一つである収穫時期の人手不足。これは新規就農者にとっても大きな壁です。
そんな中、伊藤さんが昨年10月に開催した「柿ちぎりWEEK」には、八女市の地域おこし協
力隊の方々が駆けつけてくれました。彼らの支援の輪を通じて、あたたかく、気持ちの良い
人柄を目の当たりにし、お声がけした立場として、本当に嬉しく胸が熱くなったことを覚え
ています。
八女市とうきは市、隣り合う二つの地方都市。それぞれの協力隊が連携し、高め合える関係
が築けたら、地域の未来はもっと明るくなるのではないでしょうか。
今回の「奥八女-矢部村の茶摘み企画」は、奥八女を主な活動領域とする矢部川クリステルさ
んの発案で実現した、八女×うきはの連携事業の第二弾です。
八女の象徴-春の彩り「茶摘み」、うきはの象徴-秋の実り「柿ちぎり」。この二つの季節行
事を通じて、双方の交流と発展の礎となり、未来へと続いていくことを心から願っています。

福岡の奥底からコンニチハ！～地域おこし協力隊新聞、お届けしてます～

「あれ？なんかアツい視線を感じる…」って思ったアナタ！
それはきっと、３ヶ月に一度、福岡県庁経由で各市町村に忍び込む、この謎のフリーペーパーのせいでしょう。

その名もズバリ、『福岡県地域おこし協力隊新聞』！

我々は、市町村の垣根を華麗に飛び越え、今日もどこかで地域の魅力をハント！

時には、まちづくりに励んでトラブったり、時には、過疎地のど真ん中で最新テクノロジーを駆使したりと、その活動は予測不能。

「で、結局何が書いてあるの？」ですって？フッフッフ…それは毎回、読んでのお楽しみ！

ただし、美しすぎる風景にうっかり移住を決意したり、協力隊の熱すぎる語りにホロリと涙したりする可能性も否めません！

県庁の偉い人も、各市町村の担当者さんも、油断してるとハマっちゃうこの新聞。

３か月に一度のお楽しみ、見逃し厳禁ですぜ！

もしかしたら、あなたの住むまちの隠れたスター協力隊が、知らないところでとんでもないスクープをぶちかましているかも…！？

福岡の未来は、今日も笑いと汗と、ほんの少しの涙で回っています！

福岡県地域おこし協力隊新聞部は、“笑いの偏差値高めな同志”をいつでも募集中です！

うきは市　三角 俊喜
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一口飲めば広がる、繊細で奥深い旨味と、心安ら
ぐ豊かな香り。産地や製法によって千変万化する
その表情は、まるで一杯の芸術品のようです。季
節や気分に合わせて選ぶ楽しさも魅力。じっくり
と味わうことで、日々の喧騒を忘れさせてくれる、
至福のひとときを与えてくれます。

取材協力：栗原製茶さん
参加者（八女市協力隊）　：矢部川クリステルさん、サンドロさん、みわちゃん、古庄（記録・撮影）
参加者（うきは市協力隊）：原口さん、鶴田さん、三角（編集・撮影）

お茶には、抗酸化作用のあるカテキンや、リラックス
効果のあるテアニンなど、私たちの健康をサポートす
る成分が豊富に含まれています。日々の習慣に取り入
れることで、体の内側から健やかに、そして美しくな
るのを助けてくれます。美味しく飲んで、自然の恵み
をチャージしましょう。

温かいお茶はもちろん、水出しやアレンジティーなど、一年を通して様々な
飲み方が楽しめます。和菓子との組み合わせは言わずもがな、意外な食材と
のマリアージュも発見できます。急須で淹れる丁寧な時間も、手軽に楽しめ
るティーバッグも、それぞれのシーンに合ったスタイルで堪能できます。

一杯のお茶は、人と人との距離を縮める、温かいコミュニケー
ションのきっかけになります。家族や友人との団らん、お客様
へのおもてなし。お茶を囲む時間は、何気ない会話を豊かなも
のに変え、心と心をつなぐかけがえのないひとときを与えてく
れます。

茶道に代表されるように、お茶は日本の伝統文化と深く結びついています。
茶器の美しさ、所作の優雅さ、そして静寂の中で味わう一杯のお茶。そこ
には、日本の美意識や精神性が凝縮されています。お茶を通じて日本の文
化に触れる豊かな体験は、心を豊かにしてくれるでしょう。
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奥八女の媛が紡ぐ、玉露の息吹 !?

奥深い味わいと香り

健康を支える力

多彩な楽しみ方
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茶摘みの手解きをする栗原昭夫さん▲
『一芯二葉』の茶摘みの心得▶

100g-5,000 円の玉露を 40kg 収穫 ▲
奥八女（矢部村）が拠点の協力隊、　

矢部川クリステルさん▶

▲栗原製茶さんの茶畑での茶摘みの様子
◀奥八女のパワースポット八女津媛神社
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